
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

八代生活環境事務組合循環型社会形成推進地域計画

地域の要件がその他の場合
は

具体的に記載

構成市町村等（作成者）名

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※

八代生活環境事務組合(昭和51年7月1日）

5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

2024/10/17

八代市（一部）、氷川町（一部）

八代市、氷川町、八代生活環境事務組合

714.65

131,704

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

開始年月日

終了年月日

八代市、氷川町

令和6年12月1日

令和11年3月31日



（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定の場合

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済の場合

八代市（令和2年度）、氷川町（令和4年度）

一般廃棄物は、平成30年6月末まで氷川町（旧八代郡竜北町、宮原町）と八代市の一部（旧八代郡千丁
町、鏡町、東陽村、泉村）の一般廃棄物を当組合クリーンセンターで処理していたが、八代市清掃セン
ターの老朽化により新たにエコエイト八代が新設されたことに伴い、当クリーンセンターで処理を行って
いた八代市の一部（旧八代郡千丁町、鏡町、東陽村、泉村）の一般廃棄物を平成30年7月からエコエイト
八代へ移行することとなり、収集地域が氷川町単独となった。現在では、当クリーンセンターも老朽化に
より令和6年3月末をもって閉鎖し、氷川町の可燃ごみについてはエコエイト八代へ。不燃ごみ、資源ごみ
については氷川町で処理を行っている。

八代市、氷川町

⑤その他（詳細は下記）

八代市：毎月２回「資源の日」に、各地区でリサイクル対象物の分別、集積し
ておき収集業者が環境センターへ搬入する。または環境センターへ直接搬入す
る。収集対象はポリプロピレン（PP）またはポリエチレン（PE）製品で不適合
品は焼却処分を行う。売却先は毎年入札を行い民間業者へ売却している。
氷川町：毎月第３週の日曜日「リサイクルの日」に、各地区でリサイクル対象
物を分別、集積しておき収集業者がストックヤードへ搬入する。またはストッ
クヤードへ直接搬入する。収集対象はポリプロピレン（PP）またはポリエチレ
ン（PE）製品で不適合品は焼却処分を行う。売却先は毎年入札を行い民間業者
へ売却している。
八代生活環境事務組合：令和４年度から令和５年度末のクリーンセンター閉鎖
まで氷川町のプラスチック資源を処理していました。処理方式は氷川町と同様
の処理を実施していました。

－



ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた検討状
況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称） 八代市（八代市災害廃棄物処理計画）、氷川町（氷川町災害廃棄物処理計画）

①構成市全てで策定済

①全ての構成市町村で導入済有料化導入状況
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和5年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

40,865 t

リサイクル率

15.4%

処理残さ量

906 t

排出量 計画処理 2.3%

38,935 t

100.0% 減量化量

33,824 t

自家処理量 86.9% 最終処分量

756 t

1.9%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和11年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

34,466 t

リサイクル率

14.7%

処理残さ量

228 t

排出量 計画処理 0.7%

32,761 t

100.0% 減量化量

29,160 t

自家処理量 89.0% 最終処分量

0 t 223 t

0.7%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

5,083 t

0 t

0.0%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

5 t3,373 t

4,205 t

1,930 t 6,285 t

38,935 t
34,730 t 756 t

1,705 t

0 t

直接資源化量

32,761 t
223 t

0.0%

0.7%

10.3%

89.7%

29,388 t

0 t

0.0%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

150 t

0.4%

89.2%

10.8%

1.9%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量
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（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和5年度 令和11年度 現状比

131,717 122,228 -7.2%

12,411 11,244 -9.4%

26,524 21,517 -18.9%

463 407 -12.1%

　その他排出量（トン） 1,930 1,705 -11.7%

　⑤総排出量（トン） 40,865 34,466 -15.7%

848 773 -8.8%

　再生利用量 6,285 5,083 -19.1%

15% 15%

　最終処分量 756 223 -70.5%

2% 1%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 16,699 15,833

　年間の熱利用量（GJ） 582 506

特記事項

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋⑤の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/
人日〕

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

・その他排出量には集団回収量を含む。
・八代市環境センターでは、排ガスによる発電を行っており、周辺地域へ供給している。

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）



予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容
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現状

令和5年度 令和11年度 現状比

11,521 10,324 -10.4%

24,335 19,675 -19.1%

1,930 1,705 -11.7%

37,786 31,704 -16.1%

6,126 4,953 -19.1%

16% 16%

361 201 -44.3%

1% 1%

現状

令和5年度 令和11年度 現状比

890 920 3.4%

2,189 1,842 -15.9%

0 0 0

3,079 2,762 -10.3%

159 130 -18.2%

5% 5%

395 22 -94.4%

13% 1%

目標

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

八代市

氷川町

　総排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　事業系ごみ排出量（トン）

　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　排出量

　再生利用量

　最終処分量

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合



（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

八代生活環境事務組合循環型社会形成推進地域計画

八代生活環境事務組合：当組合クリーンセンターが閉鎖したため,今年度より氷川町の事業系ごみはエコ
エイト八代で焼却を行っています。
八代市：事業系一般廃棄物については、事業者による直接搬入と一般廃棄物収集運搬許可業者による搬入
により施設での受入れを行っている。今後、搬入手数料の見直しを検討するとともに、多量排出事業所か
らの排出抑制及び資源化並びに適正処理の促進に努める
氷川町：
〇現状の分別区分
　可燃ごみ、資源物（２５分別）、粗大ごみとなっている。
処理方法
　可燃ごみ…町許可業者へ収集依頼し、八代市へ処理委託。
　資源物…民間事業者へ処理委託又は売却。
　粗大ごみ…可燃性は裁断し、八代市へ処理委託。不燃性は、民間事業者へ処理委託。
〇今後についても、現状維持とする。

一般廃棄物処理施設を廃止し、災害廃棄物仮置き場を設置するために必要な施設整備事業及び計画支援事
業を表4へ記載します。また、参考として八代生活環境事務組合と八代市の現有施設の一覧を表5で示しま
す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

八代生活環境事務組合：
令和５年度末で当組合クリーンセンターが閉鎖したため,令和６年度より氷川町の生活系ごみはエコエイ
ト八代で焼却を行っています。本文表2については分別項目が多いため各市町で記入しています。分別の
現状については昨年度データを入力しています。今後については八代市の分別は変更がないと考えられま
すが、氷川町の燃えるごみは、八代市の環境センターへ変更になる等の変更点があるので今後については
変更箇所を記載します。
八代市：
資源物の22分別（一部地域においては21分別）により収集しており、その資源の日も定着しつつあるが、
製品の複雑化や複合化等によって分別方法が判りにくいものや処理困難なものが見られ、また、高齢化社
会に伴って排出困難となる家庭の増加も想定される。今後、資源分別品目や収集回数、排出困難世帯への
対応等の再検討を行い、分別方法の周知徹底に努める。また、再生利用の困難なごみについては新たに整
備するエネルギー回収推進施設において、エネルギー回収による減量化を図る。
氷川町：
〇現状の分別区分
　可燃ごみ、資源物（２５分別）、粗大ごみとなっている。
処理方法
　可燃ごみ…八代市へ処理委託。
　資源物…民間事業者へ処理委託又は売却。
　粗大ごみ…可燃性は裁断し、八代市へ処理委託。不燃性は、民間事業者へ処理委託。
〇今後についても、現状とおりとする。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

八代生活環境事務組合：
当組合の施設では、産業廃棄物の処理は行っておりませんでした。
八代市：
現状では、一般廃棄物処理施設で産業廃棄物の処理を行っていない。今後も一般廃棄物処理施設での産業
廃棄物の処理は行わない方向で検討していく。
氷川町：
現状では、一般廃棄物処理施設で産業廃棄物の処理を行っていない。今後も一般廃棄物処理施設での産業
廃棄物の処理は取り扱わない。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 
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表２　八代生活環境事務組合（八代市）の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法
処理施設

等
分別区分 処理方法

処理施設
等

分別区分 処理方法
処理施設

等
一次処理 二次処理

燃えるごみ
焼
却

環境セン
ター

雑誌・雑紙
リ
サ
イ

ク
ル

民間施設

透明ビン

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設 白色トレイ

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設

茶ビン

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設
プラスチッ
ク製容器包
装

圧
縮
・

梱
包
→

リ
サ
イ

ク
ル

環境セン
ター→民間
施設

その他の色
ビン

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設
紙製容器包
装

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設

生きビン
リ
サ
イ

ク
ル

民間施設 缶類
圧
縮
・

梱
包
→

リ
サ
イ

ク
ル

環境セン
ター→民間
施設

衣類と布類
リ
サ
イ

ク
ル

民間施設
金属製のフ
タ

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設

ペットボト
ル

圧
縮
・

梱
包
→

リ
サ
イ

ク
ル

環境セン
ター→民間
施設

なべ・金物

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設

ペットボト
ルのフタ

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設
ガラス・陶
磁器類

埋
立
処

分 民間施設

プラスチッ
ク製品

売
却

民間施設 有害危険物

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設

紙パック

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設
小型電気製
品類

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設

段ボール

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設 中型ごみ

破
砕
・

選
別
→

リ
サ
イ

ク
ル

環境セン
ター→民間
施設

新聞・チラ
シ

リ
サ
イ

ク
ル

民間施設

現　　　状（令和５年度） 今　　　後（令和１１年度）

八代市 八代市
分別区分 処理方法

処理施設等

変更予定なし
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表２　八代生活環境事務組合（氷川町）の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法
処理施設

等
分別区分 処理方法

処理施設
等

分別区分 処理方法
処理施設

等
一次処理 二次処理

燃えるごみ
焼
却

クリーンセ
ンター

透明ビン
選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→容
リ協

ペットボト
ル

選
別
・

圧
縮
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→容
リ協

燃えるごみ
焼
却

環境セン
ター

アルミ缶
選
別
・

圧
縮
・

リ
サ
イ

ク
ル

クリーンセ
ンター→民
間施設

茶ビン
選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→容
リ協

プラスチッ
ク製品

選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

アルミ缶
選
別

リサイクル
ストック
ヤード

民間施設

スチール缶
選
別
・

圧
縮
・

リ
サ
イ

ク
ル

クリーンセ
ンター→民
間施設

その他の色
ビン

選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→容
リ協

発泡スチ
ロール

選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

スチール缶
選
別

リサイクル
ストック
ヤード

民間施設

下鉄
選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

生きビン
選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

白色トレイ
リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→容
リ協

ペットボト
ル

選
別

リサイクル
ストック
ヤード

容リ協

中型家電製
品

選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

廃乾電池

リ
サ
イ

ク
ル

クリーンセ
ンター→民
間施設

プラスチッ
ク製容器包
装

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→容
リ協

不燃物残渣
（ガラス、
陶器類含
む）

選
別

民間施設

アルミ材

選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

廃蛍光管

リ
サ
イ

ク
ル

クリーンセ
ンター→民
間施設

紙製容器包
装

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→容
リ協

廃乾電池 リサイクル
ストック
ヤード

民間施設

銅
選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

紙パック
リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

不燃物残渣
（ガラス、
陶器類含
む）

選
別
・

埋
立
処

分
クリーンセ
ンター→最
終処分場

廃蛍光管 リサイクル
ストック
ヤード

民間施設

ステンレス
選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

新聞紙・チ
ラシ

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

モーター

選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

段ボール

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

金属製フタ
選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

雑誌
リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

大型金属製
粗大ごみ

選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

牛乳パック
（学校用）

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

その他粗大
ごみ

選
別
・

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

布類

リ
サ
イ

ク
ル

ストック
ヤード→民
間施設

現　　　状（令和５年度） 今　　　後（令和６年度）

氷川町 氷川町 氷川町
分別区分 処理方法

処理施設等



表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ① 1

関連する本体事業の番
号

1

事業名
施設整備に関する計

画支援事業

焼却施設解体（八代
生活環境事務組合ク
リーンセンター）

事業主体
八代生活環境事務組

合
八代生活環境事務組

合

事業目的

クリーンセンター解
体後、災害廃棄物仮
置場を策定するた

め。

クリーンセンター解
体後、災害廃棄物仮
置場を策定するた

め。

事業概要
地歴、土壌、汚染物

調査
解体実施設計

解体事業
施工管理

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○ ○

プラ要件の経過措置 － －

プラ施設整備事業 － －

備考



表５　現有施設一覧

施設種別 焼却施設 中間貯蔵施設 最終処分場 し尿処理施設
エネルギー回収推

進施設
マテリアルリサイ

クル推進施設
樹木剪定くずリサ

イクル施設

施設名 クリーンセンター ストックヤード 最終処分場 衛生センター
八代市環境セン

ター
八代市環境セン

ター
樹木剪定くずリサ

イクル施設

施設所有主体
八代生活環境事務

組合
八代生活環境事務

組合
八代生活環境事務

組合
八代生活環境事務

組合
八代市 八代市 八代市

型式及び処理方式 ストーカ式焼却炉 選別、一時保管 クローズド型
好気性消化・活性
汚泥法処理方式＋

高度処理

全連続式ストーカ
炉

破砕、選別、圧
縮、梱包

自走式チッパー
シュレッダーによ

る破砕処理

処理能力（単位）
44（t／日）

（22t/8h×2炉)
延面積850㎡ 埋立面積13,020㎡ 60（kL/日）

134t/日
（67t/日×2炉）

18t/5h 16㎥/8h×2台

エネルギー回収の有無 無 無 無 無 有 － －

竣工年月 平成10年3月 平成10年3月 平成18年1月 昭和53年4月 平成30年9月 平成30年7月 平成15年7月

廃止又は休止（予定）年月 令和6年3月

施設所在地 氷川町 氷川町 氷川町 八代市
熊本県八代市港町

299番地
熊本県八代市港町

299番地
熊本県八代市南平

和町355

想定される浸水深 0.5ｍ未満 0ｍ 0.5m～3.0m以下 浸水深0.0ｍ 浸水深0.0ｍ 浸水深1.0ｍ

浸水対策 土のう設置準備 土のう設置準備
被災時はエネル
ギー回収推進施設
にて受入。

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件
跡地利用の解体

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

令和7年3月

完了（予定）年月 令和9年10月

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考
廃止届

令和6年7月31日
提出済み

氷川町が活用中 埋め立て終了



表５　現有施設一覧

施設種別 し尿処理施設 汚泥処理施設

施設名
八代市

衛生処理センター

八代市
浄化槽汚泥処理施

設
施設所有主体 八代市 八代市

型式及び処理方式
嫌気性消化・活性
汚泥法処理方式

固液分離処理+希
釈・下水放流方式

処理能力（単位） 50（kL/日） 96（kL/日）

エネルギー回収の有無 無 無

竣工年月 昭和35年9月 平成18年12月

廃止又は休止（予定）年月 令和6年9月

施設所在地
八代市郡築十二番

町243番2
八代市新港町3丁目

1番地

想定される浸水深 0.5m～3.0m以下 浸水深0.0ｍ

浸水対策 土のう設置準備

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

備考



４　循環型社会形成推進のための現状と目標（生活排水の処理）

（１）生活排水の処理に関する現状と目標（全域）

現状　: 令和5年度 目標　: 令和11年度

人口 構成比 人口 構成比

62,449 47.4% 54,195 46.0%

1,658 1.3% 1,426 1.2%

28,115 21.4% 31,182 26.5%

92,222 70.0% 86,803 73.7%

23,023 17.5% 25,494 21.7%

16,471 12.5% 5,423 4.6%

39,494 30.0% 30,917 26.3%

131,716 100.0% 117,720 100.0%

8,649 4,252

37,244 36,533

45,893 40,785

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

生活排水の処理については、表６に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとす
る。

表６　生活排水処理に関する現状と目標

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽（人）

合計（キロリットル）



（２）各構成市町村の生活排水処理に関する現状と目標

人口 構成比 人口 構成比

52,891 43.8% 45,290 41.9%

1,658 1.4% 1,426 1.3%

27,902 23.1% 30,872 28.6%

82,451 68.2% 77,588 71.8%

22,791 18.9% 25,349 23.5%

15,609 12.9% 5,084 4.7%

38,400 31.8% 30,433 28.2%

120,851 100.0% 108,021 100.0%

8,046 3,358

36,394 35,478

44,440 38,836

人口 構成比 人口 構成比

9,558 88.0% 8,905 91.8%

0 0.0% 0 0.0%

213 2.0% 310 3.2%

9,771 89.9% 9,215 95.0%

232 2.1% 145 1.5%

862 7.9% 339 3.5%

1,094 10.1% 484 5.0%

10,865 100.0% 9,699 100.0%

603 894

850 1,055

1,453 1,949

令和5年度

令和11年度

目標

実績

実績

目標

令和5年度

令和11年度

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

八代市

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

合計（キロリットル）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計（キロリットル）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

氷川町

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）



（１）処理体制

（２）合併処理浄化槽の整備

５　目標達成に向けた施策（生活排水の処理）

　　ア 生活排水処理の現状と今後

八代市、氷川町ともに下水道の整備が進んできている。氷川町は下水道の広域化を進めており、八代市で
はし尿処理施設の拡張改造が実施予定。それに伴い当組合衛生センターで処理してきたし尿、浄化槽汚泥
についても広域化、集約化への協議が行われている。

合併浄化槽の整備については構成市町の地域計画を参照してください。



（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

八代市：廃棄物処理に関する3R活動の推進と定着を図るため、施設見学者の受入を積極的に行うととも
に、広報誌やホームページ、エフエムやつしろ等を活用しながら、地域の目標となる循環型社会の形成と
衛生的で快適な生活環境の保全に努める。
資源の日の分別収集として、再資源化（リサイクル）可能な「資源」や埋立処分を行う「不燃物」等の排
出方法は、ステーション方式により収集を行っています。
氷川町：一般廃棄物（生ごみ）の減量化を図るため、生ごみ処理機・生ごみコンポストの購入者に対し、
助成している。また、資源物の再生利用の推進を目的に、毎月第3日曜日をリサイクルの日とし、25種類
の資源分別を行っている。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

八代市：レジ袋は家庭ごみに混入する「プラスチック製容器包装」の約9％（燃えるごみ全体の約0.8％）であり、他
のプラスチック製容器包装と比べ僅かではあるが、レジ袋削減のため、「マイバッグ利用」は発生抑制（リデュー
ス）を推進する上での基本的また象徴的取組みでもあることから、他のプラスチックや紙類の燃えるごみへの混入抑
制を図るためにも、その取組みの啓発を継続して実施する。リサイクルの推進については、販売事業者と連携し、マ
イバッグ運動や簡易包装による販売、資源の拠点回収など、市民のごみ減量化への取り組みを支援することで、地域
全体としての循環型社会形成の推進を図る。また、八代市では、このような取組みを支援する小売店の中から、一定
基準を満たす店舗を「リサイクル推進協力店」として認定し、ごみの発生抑制や減量化の促進を図っており、今後も
継続して実施する。
氷川町：可燃ごみの種類別組成の中で容リプラ・製品プラともに混入している。そのため、リサイクルしてもらうよ
う、啓発を図る。製品プラについては、回収品目を増やし、リサイクルに努める。

八代市:現在、事業系一般廃棄物については、直接持込方式での従量制により処理手数料を徴収してお
り、家庭系一般廃棄物については、平成11年度から燃えるごみの有料指定袋制度を導入している。今後
は、排出抑制に努めるとともに、家庭系一般廃棄物における有料指定袋の料金、事業系一般廃棄物におけ
る処理手数料の見直しを検討する。
氷川町:現在、家庭系一般廃棄物（可燃ごみ）については、有料指定袋を導入している。家庭系一般廃棄
物（可燃ごみ）及び事業系家庭系一般廃棄物（可燃ごみ）を一般廃棄物収集運搬許可業者による処理委託
先（八代市）へ直接持込した場合、従量制により処理手数料を徴収している。また、資源物を直接持込し
て場合の場合にも、従量制により処理手数料を徴収している。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

八代市：リサイクルマークの付いている小型充電式電池は機器から取り外して、JBRCリサイクル協力店に
設置されている「小型充電式電池リサイクルBOX」を利用する。ただし、小型充電式電池が内蔵され、取
り外せない電子機器は、「小型電気製品類」、「中型ごみ」として資源の日に出す。
氷川町：リサイクルの日に乾電池のコンテナに資源ごみとして出す。



平成31年に策定し、令和4年に改定した八代市災害廃棄物処理計画、平成31年に策定した氷川町災害廃棄
物処理計画に基づく取り組みを推進していくとともに、訓練等を通じて円滑・迅速な処理が実現できる実
効性の高い体制を構築していく。なお、氷川町においては、当組合の焼却施設が閉鎖、最終処分場の埋め
立てが終了しており、災害時に発生する廃棄物の広域的処理体制の確保を図るため、地域内及び周辺地域
との連携体制を構築するため、応援協力体制にある処理施設の策定が急務である。

　　キ　生活排水対策

八代市、氷川町ともに公共下水道による生活排水処理を軸に、整備計画による接続の推進に努める。ま
た、公共下水道の整備を当分予定されていない区域については、水質汚濁を防止し、生活環境の保全を図
るため浄化槽による生活排水処理を推進する。

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

八代市:事業系一般廃棄物については、事業者による直接搬入と一般廃棄物収集運搬許可業者による搬入
により施設での受入れを行っている。今後、搬入手数料の見直しを検討するとともに、多量排出事業所か
らの排出抑制及び資源化並びに適正処理の促進に努める。
氷川町:事業系ごみについて、可燃ごみは一般廃棄物収集運搬許可業者による運搬のみ処理委託先（八代
市）での受入れを行っている。資源物については、事業者による直接搬入と一般廃棄物収集運搬許可業者
による搬入により施設での受入れを行っている。今後、搬入手数料の見直しを検討するとともに、排出抑
制及び資源化並びに適正処理の促進に努める。



（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

本組合は、毎年、計画の進捗状況を把握し、必要に応じて、熊本県及び国と意見交換しつつ、計画に進捗
状況を勘案し、計画の見直しを行う。

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速やかに協議会を開催し、
計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を時期計
画策定に反映させるものとする。なお、計画の進捗状況や社会情勢の変化等を踏まえ、必要に応じて計画
を見直すものとする。



総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費 合計 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 968,225 0 962,560 32,560 310,000 310,000 310,000 0

①
八代生活環
境事務組合

R6 R7 R6 R7 38,225 32,560 32,560 0

1
八代生活環
境事務組合

R7 R9 R7 R9 930,000 930,000 310,000 310,000 310,000

0

0 0 0 0 0 0 0

0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

浄化槽災害復旧事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0 968,225 0 962,560 32,560 310,000 310,000 310,000 0

し尿処理施設の改良事業等

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）

事　業　種　別
事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付

期間 交付対象事業費（千円）

備　　考

施　設　名　称　等

廃棄物運搬中継のための整備事業

有機性廃棄物リサイクル推進のための整備事
業

マテリアルリサイクル推進等のための整備事
業

エネルギー回収等のための整備事業

焼却施設解体（八代生活環境事務組合
クリーンセンター）

合     　　計

浄化槽事業等のための整備事業

浄化槽設置整備事業

内

訳

公共浄化槽等整備推進事業

内

訳

適正な最終処分のための整備事業

計画支援事業等

事業番号１のための設計支援



一般廃棄物の処理の実績と予測

目標

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

①総人口（人） 137,639 136,360 134,327 133,119 131,717 130,136 128,284 127,115 125,256 124,087 122,228

②事業系ごみ排出量
（トン）

13,776 12,940 13,073 12,633 12,411 12,037 12,170 11,583 11,707 11,120 11,244

③生活系ごみ排出量
（トン）

29,712 29,747 29,171 27,597 26,524 25,861 24,979 24,120 23,251 22,386 21,517

④1人1日当たりの
ごみ排出量
（ｇ/人日）

498 497 501 476 463 456 448 436 427 416 407

その他排出量
（トン）

6,040 4,945 5,430 1,899 1,930 1,901 1,895 1,807 1,800 1,713 1,705

⑤総排出量
（トン）

49,528 47,632 47,674 42,129 40,865 39,799 39,044 37,510 36,758 35,219 34,466

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

983 957 972 867 848 838 834 808 802 778 773

⑦総資源化量
（トン）

6,918 7,320 6,806 6,599 6,285 6,096 5,893 5,691 5,488 5,286 5,083

⑧埋立最終処分量
（トン）

863 891 829 794 756 391 315 345 269 299 223

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

4,642 5,013 4,625 4,460 4,205 4,188 3,992 3,877 3,682 3,567 3,373

年間日数
（日）

366 365 365 365 366 365 365 365 366 365 365

指標・単位

過去の状況・現状 予測

137,639 
136,360 

134,327 
133,119 

131,717 
130,136 

128,284 
127,115 

125,256 
124,087 

122,228 
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

6,040 4,945 5,430 1,899 1,930 1,901 1,895 1,807 1,800 1,713 1,705 

29,712 29,747 29,171 

27,597 26,524 25,861 24,979 24,120 23,251 22,386 21,517 

13,776 12,940 13,073 

12,633 12,411 12,037 12,170 11,583 11,707 11,120 11,244 

49,528 47,632 47,674 
42,129 40,865 39,799 39,044 37,510 36,758 35,219 34,466 
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量

（トン）

6,918 
7,320 

6,806 6,599 
6,285 6,096 5,893 5,691 5,488 5,286 5,083 

863 891 829 794 756 
391 315 345 269 299 223 
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 総資源化量と埋立て最終処分量の推移

⑦総資源化量

（トン）

⑧埋立最終処分量

（トン）

498 497 501 476 463 456 448 436 427 416 407 

983 957 972 

867 848 838 834 808 802 778 773 
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令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

過去の状況・現状 予測 目標

（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

④1人1日当たりの

ごみ排出量

（ｇ/人日）

⑥1人1日当たりの

排出量

（ｇ/人日）



目標

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

総人口（人） 137,659 136,683 134,710 133,119 131,717 125,325 123,832 122,304 120,776 119,248 117,720

60,853 61,640 62,322 62,561 62,449 54,870 54,809 54,689 54,547 54,382 54,195

44.2% 45.1% 46.3% 47.0% 47.4% 43.8% 44.3% 44.7% 45.2% 45.6% 46.0%

1,577 1,515 1,475 1,436 1,658 1,519 1,500 1,481 1,463 1,444 1,426

1.1% 1.1% 1.1% 1.1% 1.3% 1.2% 1.2% 1.2% 1.2% 1.2% 1.2%

30,006 30,802 29,283 28,874 28,115 30,205 30,485 30,723 30,916 31,068 31,182

21.8% 22.5% 21.7% 21.7% 21.3% 24.1% 24.6% 25.1% 25.6% 26.1% 26.5%

未処理人口（人） 45,223 42,726 41,630 40,248 39,495 38,731 37,038 35,411 33,850 32,354 30,917汚水衛生未処理人口

生活排水の処理の実績と予測

　指標・単位

公共下水道（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

過去の状況・現状 予測

集落排水施設等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

合併処理浄化槽等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

45,223 42,726 41,630 40,248 39,495 38,731 37,038 35,411 33,850 32,354 30,917

30,006 30,802 29,283 28,874 28,115 30,205 30,485 30,723 30,916 31,068 31,182

1,577 1,515 1,475 1,436 1,658 1,519 1,500 1,481 1,463 1,444 1,426

60,853 61,640 62,322 62,561 62,449 54,870 54,809 54,689 54,547 54,382 54,195

137,659 136,683 134,710 133,119 131,717
125,325 123,832 122,304 120,776 119,248 117,720
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（人） 生活排水処理人口の推移

公共下水道（人）

集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等

（人）

未処理人口（人）



対象地域図

八代市

氷川町



地域内の施設の現況と予定（位置図）

八代市

氷川町

八代生活環境事務組合

衛生センター

八代市

衛生処理センター

八代市

環境センター

八代市

浄化槽汚泥処理施設

八代生活環境事務組合

クリーンセンター（解体予定）

ストックヤード

最終処分場

植木剪定くずリサイクル施設



クリーンセンター
氷川町防災マップ ストックヤード 洪水

最終処分場 ※施設の場所を含んだ津波、土砂災害防災マップはない。

クリーンセンター
氷川町防災マップ ストックヤード 高潮

最終処分場 ※施設の場所を含んだ津波、土砂災害防災マップはない。



八代市環境センター
八代市 浄化槽汚泥処理施設 洪水（球磨川）

樹木剪定くずリサイクル施設 ※施設の場所を含んだ洪水（その他河川）、土砂災害防災マップはない

八代市環境センター
八代市 浄化槽汚泥処理施設 高潮

樹木剪定くずリサイクル施設 ※施設の場所を含んだ洪水（その他河川）、土砂災害防災マップはない



八代市環境センター
八代市 浄化槽汚泥処理施設 津波

樹木剪定くずリサイクル施設 ※施設の場所を含んだ洪水（その他河川）、土砂災害防災マップはない

八代生活環境事務組合衛生センター
八代市 八代市衛生処理センター 洪水（その他河川）

※施設の場所を含んだ土砂災害防災マップはない



八代生活環境事務組合衛生センター
八代市 八代市衛生処理センター 洪水（球磨川）

※施設の場所を含んだ土砂災害防災マップはない

八代生活環境事務組合衛生センター
八代市 八代市衛生処理センター 高潮

※施設の場所を含んだ土砂災害防災マップはない



八代生活環境事務組合衛生センター
八代市 八代市衛生処理センター 津波

※施設の場所を含んだ土砂災害防災マップはない


